
平成 30年小樽市議会第 1回定例会

市	 長	 提	 案	 説	 明

平成 30年第 1回定例会の開会に当た り、ただいま上程されました各案件につ

いて提案理由の説明を申し上げるのに先立ち、平成 29年第 4回定例会において

ありました、私に対する再度の辞職勧告決議 と平成 28年度一般会計決算の不認

定への対応について、報告させていただきます。

まず、辞職勧告決議につきましては、民意が市政に反映されるよう職責を全 う

してまい りたいと考えてお りますので、この決議をもつて、辞職はいた しません。

また、決算の不認定につきましては、不認定の理由で挙げられてお りました事

項の うち、交際費は、予算の範囲内での適切な執行に努めてまい りますが、仮に

不足が生 じる見込み となつた場合には、流用ではなく、補正予算などの措置を講

じることといた します。また、高島漁港区の観光船事業につきましては、事業者

から収受 した使用料等が徴収の根拠のないものとなったことを踏まえ、事業者に

返還する予定でお ります。 このように、改善するものは改善 し、今後は、市民の

皆様、議員の皆様の疑義が生 じることのないよう、適正な行財政運営に努めてま

いります。

続 きまして、新年度に向けた市政執行についての所信の一端と主な施策の概要

を申し上げます。

私が多 くの市民の皆様の負託を受け、市長に就任 させていただいてから、早く

も任期の最終年度を迎えることとなります。

就任以来、このまちで生活 している人を大切にする政策を第一に考え、厳 しい

財政状況の中、職員 とともに知恵を絞 り、市民の皆様にお約束 した政策の具体化

に向けて全力で取 り組んでまいりました。

本年は、任期の集大成 として、公約をは じめとした、 「住みよいまち、人にや

さしいまち小樽」の実現に向けた取組を、できる限 り実行に移 していくことで、

市民の皆様が未来に明るい希望を持てるよう、持てる力の全てを注ぎ込む決意を
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新たに しているところであ りますc

さて、昨今の本市の情勢ですが、国土交通省の発表では、商業地の地価の対前

年平均変動率が 26年 ぶ りに上昇に転 じ、昨年 9月 の小樽芸術村のグラン ドオー

プンや、外国人観光客を中心に宿泊客の増加が続 く中で、新たな宿泊施設の 「ホ

テル・トリフィー ト小樽運河」が 4月 に開業予定であること、そ して、ウイ ングベ

イ小樽が再生に向けて動 き出すなど、投資意欲の高ま りが感 じられてお ります。

また、昨年、新 日本海フェ リーの新造船就航 とダイヤ改正が行われて利便性が

高まり、 」R駅 のバ リアフ リー化工事が、昨年完了 した銭函駅に続 き、南小樽駅

で本年着工予定 となつていることに加 えて、いよいよ北海道横断 自動車道余市・

小樽間の開通 も近づき、人や物の流れがより活発になることが期待 されます。

更には、小樽協会病院において、分娩取扱が再開 され る運び とな り、近年の市

立病院をは じめ とした公的病院等の新築などとも相まつて、素晴 らしい医療環境

が整いつつあると感 じているところであ り、医療関係の方 とも協力 しなが ら、子

育て世代の方や高齢の方をは じめ、誰 もが生涯 にわたつて安心 して住み続 け られ

る、健康長寿のまちとして歩んでいけるもの と考えてお ります。

このほか、月ヽ 中学校における全国学力・学習状況調査では、近年、全国水準ま

で迫 る結果 とな り、着実に教育力が高まつていることを感 じるとともに、昨年は

転出超過が縮小 し、人 口動態の改善への期待感 も出て くるなど、小樽の再生を感

じさせ る明るい話題が相次いでお ります。これ らのことか ら、市の総力を挙げて、

住み よいまちづ くりやまちの活気を高める取組 を行つてい くことで、この流れ を

着実な もの とし、ここに暮 らす人にも、訪れ る人にも魅力的なまちであ り続 ける

ことができるもの と期待 しているところであ ります。

それでは、平成 30年 度の予算編成についての基本的な考え方 を述べ させてい

ただきます。

本市においては、人 口減少の影響な どにより、国が示 しているよ うな税収の増

加が期待できないことに加 え、実質的な地方交付税の減少が見込まれ、引き続 き、

大変厳 しい状況にあ ります。

そのよ うな中で も、行政サー ビスの縮小が更なる人 口減少を招 くことのないよ
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う、市民の皆様 を大切 にす る政策を第一に考え、職員 と議論 を重ねなが ら、子育

て支援や子供の育成、にぎわいや雇用の創出のほか、安心・安全・快適に暮 らせ

るまちづ くりのために必要な事業を厳選 し、内容の精査 も重ねてまい りま した。

また、昨年は 3定で補正 した除雪費 も当初予算に計上 した上で、できる限 り、

歳 出の圧縮 に努めた ところであ りますが、結果 として、約 20億 1千万円の財源

不足が生 じたため、過疎債 ソフ ト分の充当や財政調整基金の取崩 しにより、収支

均衡予算 を編成 した ところであ ります。

続 いて、平成 30年 度における主要な事業について、人 口減少に歯止めをかけ

る視点で、小樽の持続的な発展 を図るための施策 を取 りまとめた 「小樽市総合戦

略」の 4つ のプ ロジェク トの 目標 に対応す る事業及びその他の主要な事業につい

て申 し上げます。

一つ 目は、交通・住環境・雇用 。レジャーな どバ ランスの良い 「あずま しい暮

らし」を実現す ることで、定住や移住 を促すための取組です。

まず、市民の皆様が最 も期待 を寄せ られている除排雪について、これまでも除

雪の拠点増設や出動基準の見直 し、ガタガタ路面の解消な どの改善を図つてまい

りま したが、来期、塩谷 4丁 目に市民のための新たな雪堆積場を開設するための

整備 を行います。

次 に、安全・安心で利便性の高い住環境づ くりにつきま しては、既存の街路防

犯灯 をLED化 する場合の助成について、平成 30年 度か ら 3か年の予定で、ナ

トリウム灯や無電極灯を LED灯 に改良する場合に 9害1の 助成を行います。

また、市営若竹住宅 3号棟の建替を今年度で完成 させ るほか、利便性の高いま

ちなかにおいて、既存の民FHE共 同住宅を市が借上げ、子育て世帯向けに市営住宅

として供給す る 「既存借上公営住宅事業」について、新たな借上げを行い、子育

て世帯の住環境の充実を図つてまい ります。

空 き家対策 につ きま しては、周辺に被害を与える恐れがある空き家の うち、危

険度 ,緊急度が高い 「不良住宅」の除去「に対す る助成 を開始するとともに、活用

に向けた取組 として、空 き家・空き店舗の活用に関す る講座や、空き家所有者の

意識調査 を実施 します。
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交通に関する取組 としま しては、持続可能な地域公共交通ネ ッ トワー クの再構

築を目的 として、地域公共交通網形成計画を策定す るほか、	JRの 南小樽駅 と小

樽築港駅 におけるバ リアフ リー化のための施設整備に補助 を行い、公共交通の行

き届いた、利便性の高いまちを目指 してまい ります。

このほか、多 くの市民や観光客の皆様 に利用 される市の施設 において、特に高

齢者や子供達にも優 しい施設づ くりを目的とし、	 トイ レを利用す る際の利便性の

向上・を図るため、和式 トイ レの洋式化などの計画的な改修に昨年か ら取 り組 んで

お りますが、株式会社ニ トリ様をは じめとした多 くの皆様か らの寄附金 も活用 し、

一部計画を前倒 しして、平成 30年 度は、市民会館や総合福祉セ ンター、観光物

産プラザ、色内ム、頭公園な どの公園、文学館・美術館 な どの トイ レ改修 を行 つて

まい ります。

二つ 目は、小樽で生まれ・暮 らし・教育を受けることで地元定着 を実現す る「樽

つ子プライ ド育成」の取組です。

まず、子育て世代の負担軽減策 として、 「こどもの医療費助成」に取 り組み、

平成 28年 8月 か ら、小学生の入院外医療費を助成対象 としま したが、本年 8月

か ら、新たに課税世帯の小学生以下の入院に係 る医療費の 自己負担 を、初診時一

部負担金のみ とす るよ う拡大 し、子供の病気やけがに対す る不安や負担 を更に軽

減いた します。

また、安心 して出産できる環境づ くりとして、小樽協会病院の分娩取扱再開に

向けた施設改修な どの取組に対する支援 を行 うとともに、産後の不安や負担 を軽

減できるよう、 日帰 りで母体のケアや育児指導を行 う「産後ケア事業」 を新たに

実施 します。

子育て支援の取組 としま しては、本年 9月 か ら第 3子以降の保育料を完全無料

化するとともに、認定こども園施設整備に対 しての補助や、ひ とり親家庭等にお

いて一時的に家事援助が必要 となつた場合にヘルパーを派遣す る制度を新たに導

入 します。

次に、教育環境向上の取組 としましては、英語教育の充実に力を入れていると

ころであ りますが、小学校への外部講師の派遣を全校 に拡大 し、子供の英語力 と
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教員の指導力の向上を図 ります。

また、児童生徒の読書週間の定着を図るため、学校図書館司書を増員 し、情操

教育の向上に資するとともに、学習意欲の向上及び基礎学力の定着を図るための

大型テ レビを、小学校に続き、新たに中学 1年生の普通教室において整備を行い

ます。

そ して、子供が生まれ育ったまちについての理解を深めるよう、屋形船に乗 り、

海か ら小樽港の歴史などを学ぶ機会を設けるとともに、将来、子供達が社会人・

職業人 として自立するためのキャリア教育を、小 。中学校各 1校 を指定 して実施

します。

また、海の楽 しさと怖 さを知つてもらうとともに、大切な命を守るため、新た

に水難事故防止教室を実施いた します。

このほか、安心 。快適に学べる環境づくりのため、小 。中学校の机・格子の更

新を計画的に行 うとともに、幸小学校の耐震補強等工事の実施設計、朝里小学校

の体育館の床の改修などを行います。

スポーツを通 じて心身の健やかな成長を図る取組 としましては、 「スポーツ選

手交流事業」を市内の小学校を対象として引き続き行 うとともに、第 30回 の記

念大会 となる運河ロー ドレースにつきましては、ゲス トランナーも招いて大会を

盛 り上げてまいります。

また、手官公園競技場への公認陸上競技場として必要な標識 タイルの設置や、

総合体育館への移動式バスケットゴール台などの施設整備により、スポーツ環境

を整えてまいります。

このほか、子供達や全国の鉄道ファンから人気の高い、蒸気機関草
「アイアン

ホース号」の動態展示を今後も続けていくための修繕を行います。

このように、子供を生み育てる環境を充実させていくことで、 「ここで子育て

したい」と憧れ られるまちを目指すとともに、教育環境を整えて、子供達の意欲

やまちへの愛着を高め、将来このまちで活躍できる環境づくりに取 り組むことが、

人口減少に歯止めをかけていく大きな要素になるものと期待 してお ります。

三つ 目は、観光を軸 とした地場産業の振興により、にぎわいを取 り戻 し、雇用
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倉1出 を実現する 「にぎわい再生Jの取組です。

美 しい街並みや豊かな自然環境、このまちに虐、づ く歴史 。文化な ど、本市の多

彩で奥深い魅力を活か した観光を軸 として、新鮮な農水産物や、強みである力E工

技術な どを結び付けなが ら、このまちに新たな人の流れ とにぎわいを創 出 して、

それに伴つてまちが潤い、更に魅力が高まつて、人 口減少に歯止 めがかかってい

く好循環を生み出す政策の展開を図つていきたいと考えてお ります。

こ̀の ため、まず、観光振興に関する取組 としま しては、アジア諸国や英語圏、

国内に向けたプロモーションを展開するほか、 ロケツー リズムによるシテ ィプロ

モーシ ョンを推進するため、ロケ地 と御 当地グルメの祭典「全国ふ るさと甲子園」

に北海道初の出展を 目指 します。

また、文化財 を総合的に保存・活用す るための方針 となる 「小樽市歴史文化基

本構想」を策定するとともに、 日本遺産の認定を目指 し、関係地域 との連携 も図

りなが ら、積極的に取 り組んでまい ります。

次に、農水産業の振興の取組 としま しては、小樽の地魚 と水産加工品の PRや 、

「第 3回 小樽水産加エグランプ リ」の開催により、小樽産水産物のブラン ド化 を

図るとともに、小樽市漁業協同組合が実施す るナマコ種苗生産への補助 を行いま

づ
~c

また、小樽産農産物の PRの ため、直売施設での販売促進イベ ン トを支援いた

します。

本市経済を支える地場企業への支援 としま しては、海外販路の拡大に向けて、

商談会・展示会等への参加費用の補助や、ベ トナムでの市場開拓事業を実施す る

ほか、市内食料品製造業者の道外への販路拡大を支援す るため、首都圏で開催 さ

れ る大規模展示商談会へ引き続 き出展いた します。

また、地域社会において大きな役害1を 担 う中小企業の振興に関す る 「 (仮称 )

小樽市中小企業振興基本条例」の制定に向けた取組を進めるほか、創業の促進 に

よるまちのにぎわいづ くりや経済の活性化を図るため、新規創業にかかる家賃や

内外装工事費などへの補助を引き続 き実施いた します。

企業誘致の取組 としま しては、首都圏をは じめとした道外企業の訪問や産業展
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への出展により、本市の優位性を積極的にPRす るほか、市内中心部での雇用創

出を目指 し、市外からの IT関連企業等の進出を対象とする補助制度を継続いた

します。

また、厚生労働省の実践型地域雇用創造事業の活用を目指 し、産業振興施策等

との連携の下、地域の企業活動の活性化により雇用創出を目指す協議会を新たに

設置 し、その運営を支援 してまいります。

港湾の振興策 としま しては、クルーズ客船の誘致活動や受け入れ態勢の強化を

引き続き行 うとともに、小樽港の物流促進のため、ロシア極東地域及び中国での

情報収集や、関東 。関西エ リアにおけるポー トセールスを実施 し、新造船で利便

性の高まったフェリー新潟航路をはじめとした、国内及び国外航路の利用促進を

図つてまい ります。

また、本年 7月 から9月 には、美術館の特lll展 「北海道 150年 事業スウェー

デン芸術祭 IN小樽 2018」 を開催 します。スウェーデンから現代アー トの芸

術家を迎え、市民や子供達が国際的な芸術に触れる機会を倉1出 し、まちの魅力づ

くりにつなげます。

四つ 日は、高齢者や子育て世代が安心 して暮 らし、活き活きと活動する 「あん

しん絆再生」の取組です。

まず、市民の皆様が安心 して暮らせる環境を整えるため、先を見据えた防災対

策 として、津波災害時に、沿岸部にお住まいの方などに対 して迅速に避難情報を

伝達するための同報系防災行政無線の整備に向け、本年は実施設計を行 うほか、

各避難所に備蓄する非常食や救急用品の更新を行います。

また、海岸線において、要水難救助者が発生 した際の救助活動のため、救助用

ボー ト等を整備するとともに、消防署銭函支署に配置 している救急自動車を、高

規格救急車へ更新配備いたします。

このほか、地域における防災体制の強化を図るため、消防団の小型消防ポンブ

を更新いた します。

次に、市民の皆様の健康づくりにおきましては、自己検査キットによる子宮頸

がんの原因 となるヒ トパピローマウイルス感染検査や、胃がん検診における胃内
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視鏡検査を新たに実施するほか、後期高齢者 について、 日腔機能の低下や誤囃性

肺炎等の疾病に対す る予防のための無料歯科健診 を引き続 き実施いた します。

最後に、その他の主な事業についてですが、先の定例会で方向性 をお示 ししま

した、新市民プール と総合体育館の複合施設 につきま しては、整備 の具体化 に向

けて、施設規模や機能などについての基本方針の策定に取 り組んでまい ります。

港湾に関 しま しては、老朽化 した北防波堤や第 3号ふ頭岸壁の改良、大型客船

の寄港に対応す るための第 3号ふ頭の泊地 しゅんせつを引き続 き行 うとともに、

色内ふ頭の老朽化対策工事に向けた地質調査 と基本設計及び実施設計な どを行い

ます。

また、老朽化により使用が困難になつた既存の上屋に代えて、中央ふ頭 5番岸

壁の背後地に新たな上屋を建設するほか、コンテナ航路の効率的な荷役 に不可欠

なガン トリークレーンの延命化対策のため、詳細点検 と維持管理計画の作成 を行

います。

更に、老朽化が著 しい現ひき船の後継船を、新造船で導入いた します。

町内会等の市民団体が行 う資源回収への支援につきましては、回収量の増旗 し

た団体に対 して奨励金の加算 を行 うことにより、資源回収量の増加 を図つてまい

ります。

生活基盤に関 しま しては、安全 。円滑な交通を確保す るため、道路改良や橋 り

ょうの修繕などを計画的に行 うほか、北海道横断 自動車道余市・小樽間の開通に

伴 う交通増加に対応すべ く、周辺道路の整備 を行います。

また、公園に関 しま しては、老朽化 した施設の更新やバ リアフ リー化 を計画的

に進め、利用者の安全 。安心を確保 していくとともに、より市民ニーズを取 り入

れた公園 となるよう、地域の声を聞きなが ら、公園の魅力づ くりに取 り組んでま

い りたい と考えてお りますc

このほか、まちづ くりの基本的な考え方や市政運営の基本的なルールである「小

樽市 自治基本条例」の見直 し要否に関す る市民の意識・意向を探 るためのフォー

ラムを開催するほか、将来にわたつて公共施設の適正な維持管理 を行 うため、施

設の集約化や複合化などの再編素案を作成 していきます。
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そ して、市が直面する多くの課題を乗 り越え、市民の皆様が未来に希望を持っ

てこのまちで暮 らせるよう、ビジョンを描いていくため、現在、小樽商科大学 と

の人 口対策の共同研究や、総合計画の平成 30年度中の策定に向けて取 り組んで

いるほか、都市計画マスタープランの見直 しのため、調査 。検討及び全体構想の

素案の策定をいた します。

これ らを通 して、この素晴 らしいまちが、 4年後の市政施行 100年 という大

きな節 目を越えて、次の 100年 に向けて更なる発展を遂げられるよう、多くの

人か ら「住むなら小樽」 と憧れ られるまちづくりに取 り組んでまいりたいと考え

てお ります。

現下の厳 しい財政の立直 しに積極的に取 り組むとともに、市民の皆様が住むこ

とに誇 りを感 じ、訪れる多くの人達を魅了するまちづくりを、市民、議会、市が

一丸 となって推 し進めてまい りたいと考えてお りますので、議員の皆様のお力添

えと御協力をよろしくお願い申し上げます。

次に、今議会に上程 された各案件について説明申 し上げますc

初 めに、議案第 1号 か ら議案第 14号 までの平成 30年 度各会計予算について

説明申 し上げます。

最初 に、平成 30年 度一般会計予算の主なものについて、前年度 と比較 して説

明申 し上げます

まず、歳入についてであ りますが、市税につきま しては、固定資産税、たばこ

税及び都市計画税 な どで減収が見込まれ るものの、市民税な どで増収が見込 まれ

ることか ら、 0.2パ ーセ ン ト、 3,	260万 円増の 132億 2,	070万 円を

見込みま した。

地方交付税 につ きま しては、国の地方財政計画の伸び率な どを基本に、本市の

特殊事情 を勘案 した結果、臨時財政対策債 を加 えた実質的な地方交付税では、1.

6パーセ ン ト、2億 7,600万 円減の 173億 4,600万 円を見込みま したc

地方消費税交付金につ きま しては、 3.2パ ーセン ト、	7,	600万 円増の 2

4億 2,	900万 円を見込みま した。
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また、歳出の主なものについて経費別に申し上げます と、いわゆる義務的経費

につきま しては、人件費が 2.7パ ーセン トの増、扶助費が生活保護費の減な ど

により0.6パ ーセン トの減、公債費が 5.2パ ーセン トの減 となつたことか ら、

合計で 0.4パ ーセン トの減 とな り、歳出合計に占める害J合 は、前年度 を 0.9

ポイン ト下回る 57.2パ ーセン トとな りま した。

行政経費につきま しては、市長及び市議会議員選挙準備費や PCB安 定器調査

関係
・
経費を計上 したほか、ふるさと納税の寄附件数の増加 に伴 うふ るさと納税関

係経費の増などにより1.4パ ーセン トの増、建設事業費につきま しては、山の

手小学校の建設事業が終了す ることなどにより、 36.6パ ーセン トの減 とな り

ま した。

負担金、補助及び交付金につきま しては、 「いなほ幼稚園」の園舎建替 えに対

して助成 を行 う「民間保育施設等整備支援事業費補助金」を計上 したほか、月ヽ樽

協会病院の分娩取扱再開に対す る財政支援や北 しリベ し廃棄物処理広域連合負担

金の増などによ り、 5パーセ ン トの増、維持補修費につきま しては、平成 29年

度の当初予算において、一部計上を留保 した除雪費を全額計上 してお りますので、

除雪費の補正額を加えた前年度予算 と比較いた します と、	1.7パ ーセ ン トの増

とな りま した。

繰出金につきま しては、水産物卸売市場事業、国民健康保険事業、住宅事業、

産業廃棄物処分事業、下水道事業及び簡易水道事業分が減 とな りま したが、港湾

整備事業、青果物卸売市場事業、介護保険事業、後期高齢者医療事業、病院事業

及び水道事業分で増 となつたことか ら、総額で 0.8パ ーセン トの増 とな りま し

た。

次に、特別会計及び企業会計の主なものについて説明申し上げます。

国民健康保険事業につきましては、平成 30年 度か らの国保財政の都道府県単

位化に伴い、予算規模の縮小 と科 目の変更があ りま した。

歳出では、被保険者数の減少などにより、保険給付費が 2.8パ ーセ ン ト減の

110億 4,	665万 円となるほか、北海道に対す る納付金の総額 を 30億 27

4万 円計上 しま した。
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歳入では、都道府県単位化に伴い、道支出金を 112億 7,	534万 円と見込

んだほか、保険料の総額は 13.2パ ーセン ト減の 19億 4,	470万 円と見込

み、予算規模 としては、	18.8パ ーセン ト減の 144億 868万 円とな りまし

た。

住宅事業におきましては、 「小樽市公共賃貸住宅長寿命化計画」に基づき、引

き続き若竹住宅 3号棟の本体工事を行 うとともに、老朽化 した市営住宅の外壁等

の改修を行います。

介護保険事業につきま しては、 3年に 1度 の計画の策定に伴い、これまでの利

用実績 と今後の本j用 見込みを勘案 して算定 した結果、保険給付費は介護報酬1改 定

などにより1.4パ ーセン ト増の 135億 8,	584万 円、介護予防推進のため

の地域支援事業費は 4.1パ ーセン ト減の 7億 1,	769万 円とな りました。

また、保険料は 1.8パ ーセン ト増の 28億 4,470万 円と見込みました。

後期高齢者医療事業につきましては、保険料 14億 1,	252万 円、低所得者

等に対する保険料軽減に係 る公費負担金 5億 3,	016万 円及び事務費 6,	05

5万 円を、事業の実施主体である「北海道後期高齢者医療広域連合」へ支出する

ものであ り、前年度に比べ 3,	988万 円の増 となってお ります。 これは主に、

被保険者数の増カロ等による公費負担金の増やシステム機器の更改等に伴 う事務費

の増によるためであります。

病院事業につきましては、総務省の 「新公立病院改革ガイ ドライン」に基づき

昨年 3月 に策定 した 「新小樽市立病院改革プラン」に沿つて、経営改革に総合的

に取 り組んでお り、平成 29年度の決算見込においてはゝ診療収入が予算額を上

回つている状況にある等、一定の成果が現れてきているところであります。

平成 30年度予算においても、引き続き経営改革を推進 し、改革プランの収支

目標を達成することを目指 してお り、病院事業管理者の下、職員一丸となって、

健全で自立 した病院経営に努めてまい ります。

水道事業につきましては、長期的かつ安定的な水の供給を図るため、配水管や

送水管、浄水場などの更新や耐震化を実施 してまい ります。資金収支の見通 しは、

平成 30年度末においても、引き続き、資金余乗1と なる見込みであ り、今後とも
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給水収益に見合った効率的な事業運営に努めてまい ります。

下水道事業につきま しては、処理場やポンプ場の機械・電気設備 などの老朽化

した施設の更新 を進 めるとともに、汚水管の整備 を実施 してまい ります。資金収

支の見通 しは、平成 30年 度末においても、引き続 き、資金余乗」となる見込みで

あ り、今後の事業運営に当た りま しても、効率的で健全な経営に努めてまい りま

す。

産・業廃棄物等処分事業につきま しては、高速道路関連工事に伴 う土砂やがれ き

類の搬入量が大幅に減 ることか ら、収益的収入は減少が見込まれますが、収益的

支出においては、埋立計画策定業務等、委託料の減などが見込まれ ることか ら、

平成 30年 度の収益的収支 としては黒字が見込まれます。

簡易水道事業につきま しては、昨年 3月 に策定 した経営戦略に基づき、長期的

かつ安定的な水の供給を図るため、引き続 き効率的な事業運営に努めてまい りま

す。なお、資金収支では平成 30年 度末において過不足は生 じない見込み となっ

てお ります。

以上の結果、平成 30年 度の財政規模は、一般会計では 559億 1,	355万

2,	000円 、特別会計合計では 346億 4,	211万 4,	000円 、企業会計

合計では 245億 2,	475万 3,	000円 、全会計合計では 1,	150億 8,

041万 9,	000円 とな り、除雪費の補正額 を加 えた前年度予算 と比較いた し

ます と、一般会計では 1.2パ ーセン トの減 とな り、特別会計は 4.5パ ーセン

トの減、企業会計は 0.6パ ーセン トの減 とな り、全会計では 2,1パ ーセ ン ト

の減 とな りま した。

次に、議案第 15号から議案第 20号 までの平成 29年度各会計補正予算につ

いて説明申し上げます。

議案第 15号 の一般会計の主なものといたしましては、歳出では、決算見込み

の精査により、 「石狩湾新港管理組合負担金」、 「幼稚園就園奨励費補助金」や

職員給与費などを減額 したほか、港湾整備事業、国民健康保険事業、介護保険事

業及び産業廃棄物処分事業への繰出金について、所要の補正を計上いたしました。
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また、ふ るさと応援基金 を活用 した、総合案内標識等を整備す る 「歩行者用案

内標識整備事業費」につきま しては、年度内に発注できない見込み となつたこと

か ら、全額 を繰越明許費 として計上いた しました。

歳入では、土地売払収入や減収補填債 を計上するほか、市税や普通交付税な ど

の増額、財政調整基金繰入金や臨時財政対策債 を減額す るな ど、所要の補正を計

上いた しま した。

以上の結果、一般会計における補正額は、歳入歳出 ともに 1億 8,

8,	000円 の減 とな り、財政規模 は、 573億 5,	531万 6,	0

りま した。

４

　

０

９

　

０

6万 円

円 とな

次 に、議案第 16号 か ら議案第 20号 までの特別会計及び企業会計補正予算の

主な ものについて説明申し上げます。

港湾整備事業につ きま しては、港町分譲地の売払いによる財産収入の増額、国

民健康保険事業及び介護保険事業につきま しては、決算見込みの精査により保険

給付費や職員給与費を減額、産業廃棄物処分事業につきま しては、廃棄物処分手

数料 を減額す るな ど、所要の補正を計上 しま した。

また、病院事業 につ きま しては、入院収益や材料費の増額な ど、所要の補正を

計上いた しま した。

続 きま して、議案第 21号 か ら議案第 39号 までについて説明申 し上げます。

議案第 21号 	 行政手続 における特定の個人 を識別す るための番号の利用等に

関す る条例の一部 を改正す る条例案につ きま しては、行政手続における特定の個

人を識別す るための番号の君1用 等に関す る法律に基づ き、個人番号の利用範囲及

び市の機 関における特定個人情報の提供について定めるとともに、所要の改正を

行 うものであ ります。

議案第 22号 	 特別職 に属する職員の給与条例の一部を改正す る条例案につき

ま しては、特別職 の期末手 当支給割合について、職員の勤勉手当支給割合の引上

げに準 じた改定を行 うとともに、この改定にかかわ らず、引き続 きその支給割合
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を据え置 くこととす るものであ ります。

議案第 23号 	 債権管理条例案につきま しては、市の債権の管理 に関 し必要な

事項を定めることにより、当該事務の適工化及び効率化を図るものであ ります。

議案第 24号 	 手話言語条例案につきま しては、市民に手話が言語であるとの

理解 を広げ、ろ う者や手話を必要 とする人が、あ らゆる場面で手話 を使いやすい

環境 を整備することで、誰 もが安心 して安全に暮 らす ことのできる地域づ くりを

目指す ものであ ります。

議案第 25号 	 障がいのある人の情報取得 'コ ミュニケーシ ョン促進条例案に

つ きま しては、障がいのある人が、障がいの特性に応 じた多様なコミュニケーシ

ョン手段により情報を取得 し、その手段を利用できる機会 を確保す るとともに、

障がいのある人への市民の理解 を促進す ることにより、障がいの有無にかかわ ら

ず、誰 もが安心 して安全に暮 らす ことのできる地域づ くりを目指す ものであ りま

―
l~。

議案第 26号 	 さくら学園条例及びこども発達支援センター条例 の一部 を改正

す る条例案につきま しては、児童福祉法の一部改正に伴 うもののほか、所要の改

正を行 うものであ ります。

議案第 27号 	 国民健康保険条例の一部を改正す る条例案につきま しては、国

民健康保険法の一部改正により国民健康保険の財政運営の責任主体が市町村か ら

都道府県に変わることに伴い、保険料の賦課に関する規定を改正す るほか、所要

の改正を行 うものであ ります。

議案第 28号 	 介護保険条例の一部を改正す る条例案につきま しては、介護保

険法の一部改正に伴い、市の質問検査権の対象範囲を変更す るとともに、平成30

年度か ら平成32年 度までの保険料率を定めるほか、所要の改正を行 うものであ り

ます。

議案第 29号 	 指定地域密着型サー ビス等の事業の人員、設備及び運営に関す

る基準等を定める条例案につきま しては、介護保険法の一部改正に伴い、共生型

地域密着型サー ビス及び共生型地域密着型介護予防サー ビスの事業の人員、設備

及び運営に関す る基準等を規定するとともに、 リンク方式に変更す るものであ り
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ます。

議案第 30号	 指定介護予防支援等の事業の人員及び運営の基準等に関する条

例の一部を改正する条例案につきましては、基準省令の一部改正に伴い、指定介

護予防支援等の事業の人員及び運営の基準等に関する規定を基準省令のとお り適

用するものであります。

議案第 31号	 指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定

める条例案につきま しては、介護保険法の一部改正に伴い、指定居宅介護支援等

の事業の人員及び運営の基準等を定めるものでありますG

議案第 32号	 後期高齢者医療に関する条例及び重度′さ身障害者医療費助成条

例の一部を改正する条例案につきましては、高齢者の医療の確保に関する法律の

一部改正に伴い、本市が保険料を徴収すべき後期高齢者医療の被保険者及び重度

心身障害者医療費助成の対象者を追加するとともに、所要の改正を行 うものであ

ります。

議案第 33号	 都市公園条例の一部を改正する条例案につきましては、都市公

園法施行令の一部改正に伴い、都市公園の敷地面積に占める運動施設の敷地面積

の害1合 を定めるとともに、所要の改正を行 うものであります。

議案第 34号	 建築基準法施行条例等の一部を改正する条例案につきましては、

建築基準法の一部改正に伴い、圏園住居地域の規定を追加するとともに、所要の

改正を行 うものであります。

議案第 35号	 消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例案につきま

しては、非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部改正に伴い、

補償基礎額のIEl算額を改定するとともに、所要の改正を行 うものであります。

議案第 36号	 消防手数料条例の一部を改正する条例案につきましては、地方

公共団体の手数料の標準に関する政令の一部改正に伴い、製造所、貯蔵所又は取

扱所の設置の許可の申請に対する審査等の手数料を改定するものであります。

議案第 37号	 工事請負契約につきましては、 (仮称)中 央 5号上屋新築工事

の請負契約を締結するものであります。

議案第 38号 	 市道路線の認定につきましては、スプ リングス星野 1号幹線及
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びスプ リングス星野 2号幹線 を認定す るものであ ります。

議案第 39号 	 職員退職手当支給条例等の一部を改正す る条例案 につ きま して

は、国家公務員に準 じ、職員の退職手当の支給水準を引き下げるものであ ります。

議案第 40号 	 特別職に属する職員の給与の特例に関す る条例案につ きま して

は、私の平成30年 4月 分の給料月額を50%減額す るものであ ります。

以
・
上、概括的に説明申 し上げま したが、何 とぞ原案 どお り御可決賜 ります よ う

お願い申し上げます。
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